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は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
中
世
の
禅
僧
ら
が
抱

い
て
い
た
文
殊
信
仰
に
つ
い
て
、
特
に
時
代
に
よ
る
変
遷
の
面
に
注
意
し

つ
つ
、
そ
の
特
色
を

検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

は
じ
め
に
こ
の
よ
う
な
研
究
の
も

つ
意
義
に
つ
い
て
多
少
述
べ
て
お
こ
う
。
先
に
中
野
玄
三
氏
は
仏
教
美
術
の
研
究

方
法
に
関
連
し
て
、

　

次
の
よ
う
な
興
味
深
い
発
言
を
さ
れ
た
。

仏
教
美
術
が

一
般
の
美
術
と
異
な
る
点
は
、
そ
れ
が
か
な
ら
ず
仏
教
の
教
義

の
も
と
に
制
作
さ
れ
る
と
と
も
に
、
単
に
過
去
に
叙
述
さ

れ
た
教
義
を
造
形
化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
制
作
さ
れ
た
時
代
の
思
想
に
よ
る
色
付
け
が
な
さ
れ
た
教
義
に
よ

っ
て
い
る
こ
と
に

あ

る
。
(中
略
)
し
た
が

っ
て
、
単
に
様
式
の
変
遷
を
た
ど
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
様
式

を
要
求
す
る
社
会
的

背
景

の
解
明
が
、
美
術
史
の
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
る
こ
と
に
な
る
。

中

野
氏
は
、
こ
の
よ
う
に
仏
教
美
術
を
思
想
史
的
に
研
究
す
る
こ
と

の
必
要
性
を
主
張
さ
れ
、
具
体
的
に
は

「あ

る
教
義
が
特
定

の
時

代
に
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
か
」
、
「そ
の
信
仰
の
源
に
な

っ
た
教
義

の
解
釈
が
、
そ
の
当
時
ど
の
よ
う
で
あ

っ
た
か
」
を
知
る
こ
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と
が
仏
教
美
術
を
理
解
す
る
鍵
に
な
る
と
述

べ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
中
野
氏
の
こ
の
よ
う
な
主
張
に
対
し
て
は
筆
者
も
全
く
意
を
同
じ
く

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
の
立
場
に
即
し
て
つ
け
加
え
て
お
け
ば
、
「信
仰

の
源
と
な

っ
た
教
義
の
解
釈
」
は
時
代
と
い
う
要
因
と
と
も

に
、
更
に
、
宗
派

・
教
団
の
歴
史
的
性
格
と
い
う
要
因
に
よ

っ
て
も
大
き
な
影
響
を
う
け
る
も

の
で
あ
る
と

い
う

こ
と
が
合
わ
せ
て
考
慮

さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
も
し
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
あ
る
時
代
の
あ
る
宗
派

・
教
団
で
信
仰
さ
れ
る
仏

・
菩

薩
の
特
色
や
性
格
を
分

析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
逆
に
そ
の
時
代
の
そ
の
宗
派

・
教
団
の
歴
史
的
性
格
を
検
討
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
特
に
、
本

稿

の
考
察
対
象
と
し
た
文
殊
菩
薩
は
、
苦
悩
に
満
ち
た
現
世
を
舞
台
に
活
躍
す
る
菩
薩

で
も
あ
り
、
宗
派

・
教
団

の
性
格
や
活
動
の
特
色

な
ど
が
反
映
さ
れ
る
度
合
い
は
更
に
強
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
な
お
さ
ら
こ
れ
は
有
効
な
方
法
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
中
世
禅
僧
の
文
殊
信
仰
を
検
討
す
る
本
稿
が
、
上
述
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
こ
と
を
、
は
じ
め
に
述
べ
て
お
き

た

い
。

と
こ
ろ
で
、
本
文
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
文
殊
は
禅
僧
の
間
で
は
馴
染
み
深
い
菩
薩

で
あ
る
。
例
え
ば
、
禅
宗

寺
院
で
は
、
本
尊
と
し

て
釈
迦
如
来
や
毘
盧
舎
那
仏
を
安
置
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
が
、
そ
の
場
合
、
脇
士
と
し
て
は
迦
葉

・
阿
難
尊
者
の
組
み
合
わ
せ
と
共
に
、

　

普

賢
菩
薩

・
文
殊
菩
薩
の
組
み
合
わ
せ
が
配
さ
れ
る
こ
と
も
多
か

っ
た
し
、
ま
た
衆
僧
の
坐
禅
弁
道

の
道
場
で
あ
る
僧
堂
の
本
尊
に
も
、

　

僧
形
の
い
わ
ゆ
る
聖
僧
文
殊
像
が
安
置
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
禅
宗
や
禅
僧

の
文
殊
信
仰
が
ど
の
よ

う

で
あ

っ
た
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
専
論
し
た
研
究
と
な
る
と
、
こ
れ
は
意
外
に
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
美

術
史
の
分
野
か
ら
な
さ

　

れ
た
個
々
の
作
品
研
究
な
ど
を
別
に
す
れ
ば
、
ま
と
ま

っ
た
も
の
と
し
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
松
浦
秀
光

『禅
宗
故
実
尊
像

の
研
究
』
が

貴
重
な
成
果
と
し
て
管
見
に
入
る
ぐ
ら

い
で
あ
る
。
松
浦
氏
の
研
究
は
、
文
殊
に
関
係
す
る
史
料
を
広
く
収
集
し

て
お
り
、
こ
の
問
題
を

考
え
る
際

の
基
本
的
な
文
献
と
な
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
信
仰
の
時
期
的
な
推
移
や
他
宗
派

・
他
教
団
と
の
信
仰

内
容
の
差
異
な
ど
に
つ

い
て
は
全
く
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。
文
殊
信
仰
は
時
間
的
、
空
間
的
に
も
広

い
裾
野
を
も

つ
も
の
で
あ
り
、
さ
い
わ

い
、
平
安
期

の



諸
国
文
殊
会
や
鎌
倉
時
代
の
叡
尊

・
忍
性
ら
の
そ
れ
に

つ
い
て
は
豊
か
な
研
究
蓄
積
も
あ
る
。
禅
僧
の
文
殊
信
仰
を
論
ず
る
際
も
、

ら
の
研
究
と
の
関
連
に
配
慮
し
、
そ
の
特
色
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

こ
れ

中世禅僧 の文殊信仰一語録 ・偶頒史料 を手がか りとして一

嘲
、
掲
載
表
の
作
成
方
法
な
ど
に
つ
い
て

ま
ず
、
掲
載
し
た
別
表
に

つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。
別
表
は
禅
僧

の
文
殊
信
仰

の
特
色
を
概
観
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

作
成

は
次
の
よ
う
な
方
法
で
行

っ
た
。
ま
ず
刊
行
さ
れ
た
禅
僧

の
主
要
な
語
録
類
か
ら
文
殊
に
言
及
し
た
史
料
を
管
見

の
限
り
で
網
羅
的

に
抜
き
出
し
た
後
、
各
禅
僧
の
没
年
を
基
準
と
し
て
編
年
整
理
し
た
。
更
に
、
筆
者
の
問
題
関
心
か
ら
仮
に
六
種
の
指
標

(A
…
…
五
台

山
と

の
関
係
、
B
…
…
仏
母
的
文
殊
観
、
C
…
…
採
薬

(治
病
)
関
係
、
D
…
…
草
衣
文
殊
、
E
…
…
竜
女
教
化
、

F
…
…
維
摩
と
の
対

話

)
を
設
定
し
、
以
上
の
要
素
の
有
無
を
各
々
の
史
料
に

つ
い
て
検
討
し
た
結
果
得
ら
れ
た

の
が
別
表
で
あ
る
。
そ

の
際
、
前
も

っ
て
述

べ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
次

の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
各
禅
僧
の
語
録
類
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
文
殊
に
関
す
る
史
料
が
複
数
含
ま
れ

て
い
る
。
作
業
段
階
で
は
各
要
素
の
有
無
を
そ
れ
ら
個
々
の
史
料
に
つ
い
て
逐

一
検
討
し
た
が
、
別
表
に
は
そ
れ
ら

の
結
果
を
総
合
す
る

形
で
記
載
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
必
ず
し
も
、
別
表
に
示
し
た
よ
う
な
結
果
が
各
禅
僧
の
語
録
中

の
あ
る
特
定

の
史
料
に
完
全
に
対
応
し

て
い
る
と
い
う

こ
と
で
は
な

い
。

(
別
表
)

大 無 蘭 希
休 学 渓 玄
正 祖 道 道
念 元 隆 元

作

者

大 仏 大 道
休 光 覚 元
和 国禅 和
尚 師 師 尚
語 語 語 広
録 録 録 録

作

品

名

○ ○ A

○ ○ ○ B

○ ○ ○ ○ C

○ D

○ E

F

文 文 端 端
殊 殊 午 午
(・ 上 上
三 葉 堂 堂

首 衣 等)文

琴
見
文

琴
端
午
上
堂

内

容

日大 大 道
仏 蔵 蔵 元
全 経 経 全 出

典
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日天 此 中 夢 友 徹 寂 竜 乾 竜 無 竺 雪 虎 清 宗 明 南 約 一 規 蔵 南 無 白
岩 境 山巌 巌 山 翁 室 泉 峯 山 隠仙 村 関 拙 峰 極 山 翁 山 庵 山浦 象 雲
長 霊 妙 円 祖 士 義 元 令 士 徳 元 梵 友 師 正 妙 楚 士 徳 一 祖 順 紹 静 恵 作

恵 致 在 月 応 偲 亨 光 埣 曇 見 晦倦 梅 錬 澄 超 俊 雲 倹 寧 円 空 明 照 暁

者

日 無 若 東 早 友 徹 寂 松 乾 黄_竺 宝 斉_大 明 南 仏 一 南 円 大 無 仏
岩 規 木 海 森 山翁 室 山峯 竜 無 仙 覚 北 清 燈 極 山 灯 山 院 鑑 応 象 照
長 矩 集 一 集 録 和 和 集 和 十 隠 和 真 集 拙 国 楚 和 禅 国 国 禅 国 静 禅
恵 謳 尚 尚 尚 世 元 尚 空 正 師 俊 尚 師 師 師 師 師 照 師 作

等 集 語 語 語 録 晦 語 禅 澄 語 遺 語 語 語 語 語 語 語 語
法 録 録 録 著 録 師 著 録 稿 録 録 録 録 録 録 録 録 品

語 賛 語 賛)録) 名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ B

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ C

○ D

○ ○ ○ ○ ○ E

○ ○ ○ ○ F

賛 文 毅 文 修 賛 文 文 謝 文 文 騎 端 誘 文 聖 端 送 文 文 文 文 文 文 相 梵
文 殊 維 殊 文 文 殊 殊 藻 殊 殊 獅 午 文 殊 僧 午 玉 殊 殊 殊 殊 殊 殊 模 籏

殊 安 那_殊 殊 ・大 菊 大_文 上 殊 ・文 上 知 ・ 大 大 大 ・守 印
文 殊 堂 客 端 士 士 士 端 殿 文・座 遊 六 堂(端 士 二 士 二 殊 堂

熱 埴 雛 圭 勤 騨 肇㌦ 匙 摩 圭野
・疏)堂文 迦 子 摩 堂 端 堂 聖見 六

殊 文 文 井 問 首 詰 午 僧
殊 殊 序 病)問 上 点

内

普 大 ・ ・ 文 堂 眼

賢 士 調 拝 殊
等 鮎 薬 行 師開 眼 基 利

光 塔
容

安 等
座
等

大 五 五 五 五 五 大 大 五 五 五 奈 大 五 五 南 大 五 南 史 大 大 大 大 五 大
光 新 全 新 全 新 蔵 蔵 全 新 新 良 蔵 新 全 禅 蔵 全 山編 蔵 蔵 蔵 蔵 新 蔵
寺 三 二 四 一 二 経 経 一 別 三 国 経 三 一 寺 経 三 録 纂 経 経 経 経 六 経
蔵 一 博 蔵 所

出

典
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一 川 器 龍 南 東 愚 與 不 惟 惟 郷 岐 義 仲 愚 普 空 天 実 絶 通 無 石 春 竜

休 僧 之 陶江 沼 極 可 器 肖 忠 隠 陽 堂 芳 中 済 谷 祥 峯 海 幻 文 室 室 漱
宗 慧 為 真 宗 周 礼 心 老 得 通 慧 方 周 円周 善 明 一 良 中寂 元 善 妙 周

作

純 済 播 圭 況 海 才 交 人 巌 恕 畿 秀 信 伊 及 救 応 麟 秀 津 霊 選 玖 芭 沢
巖 者

_川 器_鴎 流___東 繋 南 不 義 獺 草 普 仏 天 実 絶 通 無 石 智 随一 僧 之 龍 巣 水 愚 與 與 海 騙 遊 二 堂 室 絵 済 日祥 峯 海 幻 文 室 覚 得

休 禅 為 商購 集 極 可 可 瑳 概 稿 遺 和 漫 集 禅 常 和 良 和 禅 禅 善 普 集
宗 師 播 真 藁 礼 心 心 華 稿 尚 稿 ・師 光 尚秀 尚 師 師 玖 明

作

純 語 禅 圭 才 交 交 集 語 語 語 国 録 禅 語 語 語 禅 国
著 録 師 著 著 著 著 録 録 録 師 師 録 録 録 師 師

品

賛 語 賛 賛 賛 賛 語 語 語 語)録))))録録 録 録名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ B

OOOO C

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ D

○ ○ ○ ○ ○ E

○ ○ ○ ○ ○ F

縄 釈 文 文 半 奉 騎 文 縄 文 蒲 次 五 文 文 文 端 文 文 文 文 総 文 文 無 題
衣 迦 殊 殊 身 拝 獅 殊 衣 殊 衣 韻 字 殊 殊 殊 午 殊 殊 殊 殊 持 殊 殊 著 安
文 文(菩 文 九 子 賛 文_文 再 呪 大 ・上 菩 大 大 寺 師 見 倍
殊 殊 三 薩i殊 世 文 殊 四 殊 詣 写 士 真 堂 薩 士 士 脇 利 文 文

普 首 讃 戸 殊 賛 首 ・五 成_孝 ・ 賛 賛 ・ 士 菩 殊 殊
賢)文 讃 ・)文 台 文 六 禅 薬 ・ 草 安 薩 ・堂開 殊

・ 草 ・殊 文 殊 首 人 師 文 衣 座 像 童 内

光 詩 縄 衣 半 ・殊 像)請 文 殊 文 相

麦 澱 叢 攣三趨 縫 三 撃 姦
殊 殊 賛 殊 殊 首 侍 養 首 端 開
大 賛 等)者)午 光
士 賛 等 上 明
点 等 堂 等

容

眼
等

墨 曹 曹 東 五 五 水 東 個 五 五 五 五 大 五 五 曹 大 五 曹 大 曹 大 石 大 五
蹟 洞 洞 京 新 新 墨 福 人 新 新 全 全 蔵 全 全 洞 蔵 新 洞 蔵 洞 蔵 室 蔵 全
全 全 全 国 六 三 体 寺 蔵 二 別 三 三 経 三 三 全 経 別 全 経 全 経 録 経 二

博 系 誌 二 ・ 二
出

大
蔵経 典
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作

者

作

品

名

A

B

C

D

E

F

内

容

出

典

彦
竜
周
興

半
陶
文
集

○

○

○

維
文
殊
偶
・

文
殊
賛
・

賊
文
殊
経
等

五

新
四

横
川
景
三

補庵

集
そ
の
他

○

○

般若

寺
文
殊
・

文
殊
賛
・

梵
字
文
殊
等

五

新
一

天
隠
竜
沢

翠
竹真

如
集

○

○

文
殊
賛
(
四
首)

銅
文
殊菩

薩
開
光
供
養

五
新
五

景
川
宗
隆

景
川
和
尚
語
録

○

端
午
上
堂

大
蔵経

悟
渓
宗
頓

虎穴

集

○

文
殊

大
蔵経

蘭
披
景
芭

雪樵

独
唱
集

○

○

文
殊
大
士
(
二

首)

五
新
五

万
里
集
九

梅
花
無
壼
蔵

○

○

○

文
殊
賛
(
二

首)

・

文

殊大

士

賛

五
新
六

東
陽
英
朝

小
林
無
孔
笛

○

上
堂
法
語

大
蔵経

特
芳
禅
傑

西
源
特
芳
和尚

語
録

○

文
殊
安
座
・

文
殊
大
士

∴梵

字
文
殊

大
蔵経

東
渓
宗
牧

大
円
禅
師
語録

○

○

○

○

文
殊
(
四
首)

大
徳寺

景
徐
周麟

翰
林
萌
藍
集

○

○

賛
文
殊
(
二

首)

・

文
殊
経
践
(
二

首)

等

五
全
四

月
舟
寿
桂

幻
雲
文集

○

○

賛
文
殊
童
真
像

続群

(
略

号

・
略

称

)

A

:

:
五
台
山

と

の
関
係

F

-

-
維
摩

と

の
対

話

B
.

..仏

母
的

文
殊

観

C

-

:
採

薬

(治
病

)
関

係

D

・

-
草

衣
文

殊

E

…
竜

女
教

化

道

元
全
…

…

『道

元
禅
師

全
集

』
、
大

蔵
経

…

…

『
大
正
新

修

大
蔵
経

』
、

日
仏

全

…
…

『
大

日
本
仏

教
全

書

』
、
五
新

六
…

…

『
五
山

文
学
新

集

』

第
六
巻

、

五
全

三
-
…
・
『
五

山
文
学

全
集

』
第

三
巻
、

史
編
纂

所

…

…
東
京

大
学

史
料

編
纂

所
、
南

山
録

…

…

『
南

山
和

尚
語

録
』

(
一
九

七
〇

年

、
荘

厳
院

刊
)
、
大

光
寺

蔵

-
…

.宮
崎

県
宮

崎

郡
佐
土

原

町
大
光

寺
蔵

、
石
室
録

…

…

『
石
室
善

玖
禅

師
語

録
』

(
一
九

四
九
年

、
平

林
寺

刊
)
、

曹

洞
全

・・…
・
『
曹
洞

宗
全

書
』
語

録
、
個

人
蔵

…

…
藤

井
徳

義

氏
蔵

(田
中

一
松

「與
可

心
交

著
賛

文
殊

像

の

二
作

品
」
所
載

)
、
東

福
寺

誌

-
-

『
東
福

寺
誌

』
、
水
墨

体
系

…

…

『
水
墨
美

術
体

系
』
、
東

京

国
博

…
…
東

京

国
立
博

物
館

蔵

、
墨

蹟
全

…

…

『
大
徳
寺

墨
蹟

全
集

』
、
大
徳

寺

…
-

『
大
徳

寺
禅

語
録
集

成

』
、
続

群

…
…

『続

群

書
類
従

』
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こ
の
よ
う
な
方
法
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
問
題
も
あ
ろ
う
。
指
標
と
し
て
設
定
し
た
各
要
素
は
互
い
に
深
く
関
連
し
て
お
り
、
こ
の

よ
う
に
明
確
に
分
離
す
る
こ
と
が
果
た
し
て
妥
当
で
あ
る
か
と
い
う
疑
問
は
当
然
生
じ
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
以
前

の
問
題
と
し
て
、
史

料

の
見
落
し
も
多

い
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
指
標

の
設
定
如
何
に
よ

っ
て
は
、
結
論
に
多
少
の
異
同
の
生
じ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
ま
た

語
録
と

い
う
史
料

の
性
格
の
問
題

(五
山
系
禅
僧
中
心
)
や
残
存
状
況
の
制
約

(中
世
後
期
の
史
料
が
乏
少
)
か
ら
考
え
れ
ば
、
中
世
全

期
を
同

一
の
条
件

で
客
観
的
に
分
析
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
実

の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
問
題
や
不

確
定
要
素
は
残
る
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
な
お
、中
世
禅
僧
ら
が
抱

い
た
文
殊
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に

つ
い
て

一
応

の

概

観

は

得

る

こ

と

が

で
き

る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
本
稿
の
目
的
は
そ
の
点
に
あ
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
に
も
留
意
し

つ

つ
、
別
表
を
参
考
に
し
て
中
世
禅
僧

の
抱

い
た
文
殊
観
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
み
た
い
。

二
、
信
仰
の
中
核
的
要
素
ー

(
A
)
五
台
山
文
殊
と
の
関
係
と

(
B
)
仏
母
的
文
殊
観
1

さ
て
、
中
世
禅
僧
の
語
録

.
偶
頒
等
に
現
れ
た
文
殊
信
仰
を
通
観
し
て
、
ま
ず
第

一
に
指
摘
し
う
る
特
色
は
、
(A
)
五
台
山
文
殊

へ
の

強
い
関
心
と
、
こ
れ
と
密
接
な
関
係
を
も
つ

(B
)
仏
母
的
文
殊
観

の
広
範
な
存
在

で
あ
る
。
別
表
か
ら
明
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
要

素
は
、
今
回
検
討
し
た
語
録
類
か
ら
広
範
に
検
出
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
検
討
対
象
と
し
た
禅
僧
七
八
人
の
う
ち
、
(A
)
の
要
素
は
四
〇
人

の
約
五

一
パ
ー
セ
ン
ト
、
(B
)
は
四
二
人
の
約
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
(C
)
は

一
九
人
の
約
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
(D
)
は

一
七
人
の
約
二

ニ
パ
ー

セ
ン
ト
、
(E
)
は

一
一
人
の
約

一
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
(F
)
は
九
人
の
約

一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
検
出
さ
れ
る
が
、
(A
)
お
よ
び

(B
)
要
素
の
検
出
比
率
は
圧
倒
的
に
高

い
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
が
禅
僧

の
文
殊
信
仰
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が

っ
て
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
点
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

個

々
の
作
品
に
つ
い
て

」
々
挙
証
す
る
事
は
煩
雑
に
な
る
の
で
控
え
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
各
語
録
中
に
は

「五
台
山
」

・

「五

頂
山
」

.

「清
涼
山
」

の
語
や
そ
れ
を
推
察
さ
せ
る
語
句
が
大
部
分
の
も

の
に
含
ま
れ
て
い
た
。

一
、
二
、
例
を
あ
げ
れ
ば
、
天
境
霊
致
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『無
規
矩
』
「文
殊
」
に
は

倒
把
如
意
、
穏
坐
狙
背
、
五
台
山
高
、
月
周
沙
界

　

と
あ
り
ま
た
竜
漱
周
沢

『随
得
集
』
「題
安
倍
文
殊
堂
」
に
も

小
笥
扶
痩
到
霊
区
、
三
拝
起
来
鐘
脱
模
、
百
億
毛
頭
獅
子
現
、
五
台
山
上
没
文
殊

な
ど
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
文
殊
の
聖
地
と
喧
伝
さ
れ
た
中
国
五
台
山
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

我
国
で
の
五
台
山
文
殊
の
流
行
の
兆
し
は
平
安
期
ま
で
遡
る
。
九
世
紀
に
五
台
山
巡
礼
を
果
た
し
た
円
仁
が
、
帰
国
の
後
に
比
叡
山
に

文
殊
楼
院
の
建
立
を
発
願
し
、
こ
れ
以
後
し
だ
い
に
流
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
図
像
学
的
に
は
騎
獅
文
殊
の
姿
で
あ
る
点
に

　

特
色

が
あ
り
、
具
体
的
な
作
例
と
し
て
は
四
人
の
侍
者
を
従
え
た
図
像
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
五
台
山
の
文
殊
信

仰
は

『華
厳
経
』
と
の
関
係
が
深
い
。
『華
厳
経
』
菩
薩
住
処
品
に
は
、
文
殊
が
清
涼
山
で

一
万
春
族
の
た
め
に
現
在
も
説
法
し
て
い
る
と

⑧

⑨

記
さ
れ
て
お
り
、
五
台
山
に
お
け
る
文
殊
信
仰

の
盛
行
は
、
清
涼
山
が
五
台
山
に
擬
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う

な
事
情
か
ら
展
開
し
た
五
台
山
文
殊
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
修
行
者

の
上
首
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ

れ
が
禅
僧
の
文
殊
信
仰
に
も
強
い
影
響
を
与
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
仏
母
的
文
殊
観
と
は
、
「諸
仏
母
」

・

「三
世
覚
母
七
仏
師
」

・
「七
仏
師
」

・
「七
如
来
之
師
」

・
「世
尊
九
代
祖
師
」

・

「三

世
諸
仏
出
生
智
母
」
な
ど
と
そ
の
表
現
は
様
々
で
あ
る
が
、

つ
ま
る
と

こ
ろ
、
三
世
諸
仏
は
文
殊

の
教
化
に
よ
り
信
心
を
起
こ
し
、
正
覚

を
得
た
と
し
て
、
文
殊
を
仏
道
上
の
母
と
見
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
二
、
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　

白
雲
慧
暁

『
仏
照
禅
師
語
録
』
下
巻
小
仏
事

「聖
僧
点
眼
」
に
は
、

三
世
智
母
往
古
覚
雄
、
妙
応
普
遍
済
度
無
窮
、
開
導
過
去
燃
燈
仏
、
作
釈
尊
九
代
師
翁

と
あ
り
、
文
殊
が
燃
燈
仏
や
釈
尊
を
化
導
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
春
屋
妙
繭

『智
覚
普
明
国
師
語
録
』
巻

六

「童
相
文
殊
開
光

　

明

」

に

は

、
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金

毛
百
億
頭
童
子
、

一
一
毛
頭
開
化
門
、
大
智
円
成
師
七
仏
、
通
身
是
眼
照
群
昏

と
あ

り
、
七
仏

の
師
と
し
て
群
昏
を
照
ら
す
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

田
上
大
秀
氏
は
、
仏
母
的
文
殊
観
は

『
阿
闊
世
王
経
』

の

一
部
分
を
漢
訳
し
た

『放
鉢
経
』
や

『
出
曜
経
』
に
淵

源
を
持
ち
、

こ
れ
が

　

後
に
禅

宗
に
伝
わ

っ
て
、
百
丈
懐
海
の
言

文

殊
是
七
仏
師
亦
云
、
是
娑
婆
世
界
第

一
主
首
菩
薩

　

に
見
る
如
く
七
仏

の
師
と
し
て
の
文
殊
像
が
形
成
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
首
肯
で
き
る
見
解
で
あ
る
が
、
次

の
よ
う
な
点
も
考
慮

さ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
仏
母
的
文
殊
観
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
『華
厳
経
』
な
ど
に
説
く
菩
薩
の
上
首
と
し
て
の
文
殊
像
に
重
な
る
部

　

分
も

大
き
い
。
例
え
ば
、
蔵
山
順
空

『円
鑑
禅
師
語
録
』

「文
殊
大
士
」
に
は

三
世
覚
母
七
仏
師
、
手
中
如
意
当
鉗
鎚
、
金
毛
現
処
全
身
露
、
誰
向
清
涼
説
是
非

と
あ

り
、
「三
世
覚
母
七
仏
師
」
で
あ
る
文
殊
が
清
涼
山
で
説
法
を
し
て
い
る
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
し
、
ま
た
竜
山
徳
見

『黄
龍
十
世
録
』

　

「文
殊
」
に
も
、

(前
略
)
居
五
頂
山
也
、
称
万
菩
薩
之
首
、
得
根
本
智
也
、
号
七
如
来
之
師
、
拮
槌
白
衆
也

と
、
「
五
頂
山
」
に
居
し
、
「万
菩
薩
之
首
」
と
し
て
、
あ
る
い
は

「七
如
来
之
師
」
と
し
て
修
行
者
を
教
導
し
て
い
る
と
あ
る
。
更
に

「乾

　

峰
士
曇
賛
騎
獅
文
殊
図
」
に
は
、

七
仏
之
師
下
五
台
、
金
毛
獅
子
蕎
腰
騎
、
療
人
掌
内
智
珠
現
、
暗
地
還
生
按
剣
疑

な
ど
と
あ
り
、
「五
台
」
山
を
下
り
た

「七
仏
之
師
」
文
殊
が
人
々
を
教
化
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
多
く

の
場
合
、
仏
母
的
文
殊
観
が

「五
台
山
」
「清
涼
山
」
「五
頂
山
」
な
ど
の
語
と
共
に
語
ら
れ
て
い
る
事
実
に
注

　

目
す
る
な
ら
ば
、
仏
母
的
文
殊
観
は
、
『華
厳
経
』
の
説
く
文
殊
の
イ
メ
ー
ジ
、
す
な
わ
ち
五
台
山
上
で
菩
薩
の
上
首
と
し
て
説
法
す
る
文

　

殊
の
イ

メ
ー
ジ
と
密
接
に
関
連
し
な
が
ら
展
開
し
て
き
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。



中世禅僧の文殊信仰一語録 ・偶頒史料 を手がか りとして一10

と
す
れ
ば
、
中
世
禅
僧
の
文
殊
信
仰
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
五
台
山
文
殊
と
仏
母
的
文
殊
観
は
、
共
に

『華
厳

教
』
と
深
い
関
連
を
も
ち
な
が
ら
展
開
し
て
き
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
禅
宗
に
お
け
る
華
厳
教
学
の
摂
取
と
い

　

う
点
に

つ
い
て
は
、
先
学
に
よ
り
既
に
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
文
殊
信
仰
の
内
容

の
検
討
か
ら
も
同
様
な
指
摘
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
文
殊
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
仮
に

「修
行
者
型
文
殊
」
と
称
す
る
と
す
れ
ば
、
修
行
者
型
文
殊
は
中
国
禅
宗

　

界
に
お
い
て
も

一
般
的
で
あ

っ
た
ら
し
く
、
例
え
ば

『碧
巌
録
』
な
ど
に
も
、
五
台
山
に
お

い
て
接
化
す
る
文
殊
の
姿
や

(第
三
十
五
則

「文
殊
前
三
三
」)
、
あ
る
い
は
、
世
尊
の
上
堂
説
法

の
開
始
を
弟
子
達
に
告
げ
る
文
殊

(第
九
十
二
則

「世
尊
陞
座
」
)
な
ど
、
上
述
の
文

殊
の
イ
メ
ー
ジ
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
以
上
に
述
べ
た
こ
と
よ
り
、
禅
僧
の
文
殊
観
と
し
て
は
中
世
全
般
を
通
じ
て
、
い
わ
ゆ
る

「修
行
者
型
文
殊
」
の
イ
メ
ー

ジ
が

一
般
的

で
あ
り
、
そ
れ
は
、
特
に

『華
厳
経
』
と
深
い
関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

三
、
推
移
す
る
要
素
1

(C
)
採
薬

(治
病
)
文
殊
と

(D
)
草
衣
文
殊
-

前
章
で
は
、
禅
宗
的
文
殊
信
仰
の
中
核
と
も
考
え
ら
れ
る
五
台
山
文
殊
と
仏
母
的
文
殊
観
に

つ
い
て
検
討
し
、
こ
れ
ら
が
と
も
に

『華

厳
経
』
と
深
い
関
連
を
も
ち
、
修
行
者

の
指
導
者

(修
行
者
型
文
殊
)
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
次
に
、
本

章
で
は
、
や
や
観
点
を
変
え
て
、
時
期
的
な
流
行
の
推
移
が
か
な
り
明
確
に
見
ら
れ
る
採
薬

(治
病
)
文
殊
と
草
衣

(蒲
衣
)
文
殊
に

つ

い
て
検
討
し
て
み
た

い
。

と

こ
ろ
で
、
「採
薬
文
殊
」
と
い
う
語
は
、
実
は
筆
者
の
造
語
で
あ

っ
て
、
読
者
に
は
お
そ
ら
く
馴
染
み
の
な

い
語
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、

最
初

に

「採
薬
文
殊
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。

中
世

の
禅
寺
で
は
、
旧
暦
五
月
五
日
、
い
わ
ゆ
る
端
午
の
日
に
、
住
持
の
定
期
的
な
上
堂
説
法
が
行
わ
れ
て
い
た

。
そ
し
て
、
そ
の
住

持
の
端
午
上
堂
法
語
で
は
、
「文
殊
令
善
財
採
薬

(文
殊
、
善
財
童
子
を
し
て
採
薬
せ
し
む
)
」
と
い
う
公
案
の
論
ぜ
ら

れ
る
こ
と
が
多
か

っ
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た
よ
う

で
あ
る
。
別
表
の

(C
)
採
薬

(治
病
)
文
殊
関
係

の
史
料
も
大
部
分
は
こ
の
端
午
上
堂
法
語
で
の
問
答
を

記
し
た
史
料
か
ら
の

も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
、
史
料
的
に
は
や
や
特
殊
な
性
格
を
も

つ
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
公
案
は
次

の
よ
う
な
逸
話
を
も
と
に
し

た
も
の

で
あ

っ
た
。

あ
る
日
、
文
殊
の
言
い
つ
け
で
薬
草
を
探
す

こ
と
に
な

っ
だ
善
財
童
子
は
薬
草
さ
が
し
を
始
め
る
。
だ
が
大
地

一
面
に
生
え
た
薬
草

の

前
で
途
方
に
く
れ
、
や
む
な
く

一
本

の
薬
草
を
採
り
文
殊
に
渡
し
た
。
す
る
と
文
殊
は

「此
薬
亦
能
殺
人
、
亦
能
活

人

(
こ
の
薬
草
は
人

を
殺
し
も
す
る
し
、
生
か
し
も
す
る
)」
と
述
べ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
逸
話
を
典
拠
と
し
て
形
成
さ
れ
た
文
殊
像
、
す
な
わ
ち

善
財
童

子
に
採
薬
を
命
じ
る
文
殊
、
こ
れ
を
仮
に

「採
薬
文
殊
」
と
称
す
る
と
す
れ
ば
、
別
表
か
ら
判
明
す
る
よ
う

に
、
採
薬
文
殊
は
主

に
中
世
前
期
、
す
な
わ
ち
鎌
倉
か
ら
南
北
朝
時
代
あ
た
り
に
か
け
て
特
に
流
行
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

　

採
薬

文
殊
に

つ
い
て
は
、
か

つ
て
述
べ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
繰
り
返
さ
な

い
。
そ
の
時
の
結
論
だ
け
を
記
し
て
お
け
ば
、

①
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
の
禅
寺
に
お
い
て
は
、
端
午
の
日
の
住
持
の
上
堂
説
法
の
際
、
臨
済

・
曹
洞
宗

の
別
な
く
、
こ
の

「採
薬

文
殊
」

の
公
案
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
た
。

②

こ
の
公
案
自
体
は
中
国
禅
宗
界
で
も
時
折
り
論
ぜ
ら
れ
た
ら
し
い
が
、
我
国
ほ
ど
恒
常
的
か

つ
一
般
的
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
た
形
跡
は
な

い
。

③
し
た
が

っ
て
、
我
国
に
お
け
る

「採
薬
文
殊
」
の
公
案
の
異
常
な
流
行
に
つ
い
て
は
当
時
の
社
会
情
勢
な
ど
を
考
慮
に
い
れ
る
こ
と
必

要
で
あ
り
、
そ
の
際
、
西
大
寺
僧
ら

の
標
榜
し
た

「治
病
文
殊
」
信
仰
の
影
響
な
ど
が
十
分
推
測
で
き
る
、
な
ど

で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
採
薬
文
殊
と
密
接
な
関
係
を
も

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
旧
稿
で
も
述
べ
た
、
い
わ
ゆ
る
治
病
文
殊
の
信
仰
で
あ

　

る
。
た
だ
、
治
病
文
殊
の
信
仰
は
、
禅
僧

の
間
で
は

一
般
的
な
も

の
で
は
な
か

っ
た
。
現
在
、
乾
峯
士
曇

『乾
峯
和
尚
語
録
』
、
日
岩
長

　

　

　

恵

『
日
岩
長
恵
等
法
語
』
、
天
祥

}
麟

『
天
祥
和
尚
録
』
、
「與
可
心
交
著
賛
文
殊
大
士
」
な
ど
の
文
言
中
に
例
外
的

に
見
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
彼
ら
が
い
ず
れ
も
東
福
寺
関
係

の
僧
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
が

一
つ
の
特
徴
で
あ

っ
た
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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治
病

文
殊
が
採
薬
文
殊
と
内
的
関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
例
え
ば
、
前
述

の

『
日
岩
長
恵
等
法
語
』
に
、
「使
善
財
採
薬
、

則
直

得
医
治
塵
病
毛
病

(善
財
を
し
て
採
薬
せ
し
め
れ
ば
、
則
ち
直
に
塵
病

・
毛
病
を
医
治
す
る
こ
と
を
得
る
)
」
と
、
治
病
文
殊

の
信
仰

　

が
採

薬
文
殊
と
の
関
連

で
語
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。
禅
宗
と
医
療
と
い
う
観
点
か
ら
再
考

す
べ
き
問
題
で
あ
る

と
考

え
ら
れ
る
が
、
今
は
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
。

治
病
文
殊
や
採
薬
文
殊
が
ど
の
よ
う
な
経
典
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
明
確
に
は
不
明
で
あ
る
。
『維
摩
経
』
問

　

疾
品
に
は
、
文
殊
が
病
床
の
維
摩
居
士
を
見
舞

い
、
病
に
つ
い
て
の
法
論
を
行
う
場
面
が
あ
り
、
こ
の
経
典
か
ら
の
影
響
な
ど
も
考
え
る

こ
と

が
で
き
る
が

(別
表
の

(F
)
維
摩
と

の
対
話
、
と
流
行
の
時
期
が
多
少
類
似
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
も
な

い
)
、
直
接
的

な
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
密
教
経
典
、
例
え
ば
五
台
山
文
殊
と
深
い
関
係
を
も
ち
死
者
追
福
や
除
病

・
治
病
な
ど
滅
罪
の

　

功
徳

を
強
調
す
る

『文
殊
師
利
宝
蔵
陀
羅
尼
経
』

(本
経
は
鎌
倉
末
期
の
西
大
寺
僧
な
ど
に
も
信
仰
さ
れ
た
)
な
ど
と
の
関
連
も
予
想
さ

れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
滅
罪
性
を
強
調
し
た
南
都
的
文
殊
信
仰
と
の
関
連
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
、

検
討

す
べ
き
課
題
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
密
教
的
文
殊
に

つ
い
て
は
、
当
時

の
禅
僧
の
間
で
五
字
文
殊
信
仰

の
盛
行
し
て
い
た

　

こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
春
屋
妙
龍

『智
覚
普
明
国
師
語
録
』
巻
六

「文
殊
賛
序
文
」
の

辛

亥
之
冬
、
教

二
一二
子
印
、
爲
文
殊
五
字
秘
呪
、
五
十
洛
叉
遍
記
之

　

の
文

言
、
ま
た
。
岐
陽
方
秀

『
不
二
遺
稿
』
中
の

五
字
呪
爲
成
文
殊
像
爲
照
侍
者
賛

　

更
に
、
惟
肖
得
巌

『
東
海
瑳
華
集
』
中

「文
殊
大
士
」
序
文

の

叔

淵
澄
西
堂
、
窺
大
吉
祥
五
字
神
男
、
以
作
尊
像
圖

　

の
文

言
、
あ
る
い
は
、
景
徐
周
麟

『翰
林
萌
藍
集
』
「践
文
殊
経
後
」
中
な
ど
に
も

「文
殊
五
字
経
」

・

「文
殊
五
字

究
経
」
の
文
言
等
々

が
散

見
さ
れ
る
。
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と

こ
ろ
で
、
別
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

こ
の

「採
薬
文
殊
」
は
室
町
時
代
以
降

の
次
第
に
衰
退
に
向
か
う

(仮
に

一
四
〇
七
年
に

没
し
た
空
谷
明
応
の
語
録
史
料
辺
り
を
基
準
に
前
後
に
二
分
す
れ
ば
、
「採
薬
文
殊
」
は
、
空
谷
以
前

の
時
期
に

一
九
人
中

一
五
人
、
約
八

〇
パ

ー
セ
ン
ト
弱
が
集
中
す
る
)
。
こ
れ
は
、
ひ
と

つ
に
は

「採
薬
文
殊
」
公
案

の
討
論
の
場
で
あ

っ
た
住
持
の
端
午

上
堂
説
法
自
体
が
衰

退
し
た

こ
と
と
も
関
係
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
と
対
照
的
に
、
南
北
朝
時
代
以
降
に
次
第
に
流
行
し
始
め
る
の
が
、
次
に
述
べ
る

(D
)

草
衣

(蒲
衣
)
文
殊
で
あ
る

(前
と
同
様
に
空
谷
を
基
準
と
す
れ
ば
、
空
谷
以
前

の
時
期

の
分
布
は
、

一
七
人
中
五
人
、
約
三
〇
パ
ー
セ

ン
ト

弱
で
あ
る
)
。
た
だ
し
、
採
薬
文
殊
の
衰
退
と
草
衣
文
殊
の
流
行
と
の
間
に
因
果
関
係
が
存
す
る
の
か
否
か
と
い
う
点
は
、
興
味
深
い

問
題

で
は
あ
る
が
、
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
草
衣
文
殊
は
、
室
町
期
の
禅
宗
絵
画
の
好
題
材
と
な
り
禅
林
に
お
い
て
も
盛
ん
に
描
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
図
像
上
の
特
徴
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
文
殊
が
童
子
相
で
蓬
髪
弊
衣
、
手
に
は
経
典
を
持
ち
、
跣
足
姿
で
苦
行
す

る
修
業
者
と
し

て
描

か
れ
、
我
が
国
で
は
特
に
十
四
、
五
世
紀
、
南
北
朝
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
絵
画
制
作
が
盛
行
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
典
拠
に
つ

い
て
、
田
中

一
松
氏
は

「文
殊
が
自
ら
身
を
化
し
て
、
貧
窮
孤
独
苦
悩
の
衆
生
と
な
り
、
修
業
者

の
前
に
あ
ら
わ
れ

る
こ
と
を
説
い
た
経

文
な
ど
に
、
遠

い
淵
源
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
述
べ
ら
掴
・
由
来
を

『文
殊
師
利
般
浬
契
経
㌔
に
求
め
ら
れ
て
い
る
が
・
首
肯

で
き
る
見
解
で
あ
ろ
う
。

　

筆
者
の
調
査
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
彦
竜
周
興

『半
陶
文
集
』
第
三

「践
文
殊
経
」
の

三
世
智
佛
、
現
童
児
形
、
紺
髪
杭
々
、
蒲
衣
青
々
、
手
中

一
巻
、
秘
無
字
経

　

の
文
言
や
、
白
雲
慧
暁

『仏
照
禅
師
語
録
』
「梵
筐
印
文
殊
」

の

草
衣
跣
足
出
人
前
、
面
目
童
蒙
髪
覆
肩
、
此
子
誰
言
諸
佛
母
、
只
持
梵
筐
到
騙
年

あ
る

い
は
、
南
浦
紹
明

『円
通
大
応
国
師
語
録
』
「文
殊
」⑲
に
も

.

獅
子
騎
來
呈
伎
禰
、
無
端
現
出
小
該
童
、
箏
如
七
佛
以
前
底
、
明
月
清
風
類
不
同



中世禅僧 の文殊信仰一語録 ・偶頒史料を手 がか りとして一14

な
ど
と
あ
り
、
禅
僧

の
間
で
は
蒲
衣
文
殊
が
文
殊
の
変
化
身
と
見
な
さ
れ

て
い
た
事
が
判
明
す
る
。
た
だ
、
特
に
童
子
形
と
い
う
点
に
注

目
す
れ
ば
、
こ
れ
は
密
教
系
経
典
か
ら

の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
文
殊

の
聖
地
清
凍
山
を
中
国

五
台
山
と
記
し
た
こ
と

　

で
特
筆
さ
れ
る
雑
密
経
典
で
、
先
に
も
少
し
触
れ
た

『文
殊
師
利
宝
蔵
陀
羅
尼
経
』
に
は
、

名
大
振
那
、
其
国
中
有
山
、
号
日
五
頂
、
文
殊
師
利
童
子
遊
行
居
住
止

と
あ
り
、
「文
殊
師
利
童
子
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
唐
代
に
翻
訳
さ
れ
た
文
殊
関
係
の
密
教
儀
軌
、

　

　

例
え
ば
金
剛
智
訳

『金
剛
頂
経
曼
殊
室
利
菩
薩
五
字
心
陀
羅
尼
品
』
や
不
空
訳

『金
剛
喩
伽
文
殊
師
利
菩
薩
供
養
儀
軌
』
な
ど
で
も
文
殊

は

「童
子
形
」
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
草
衣
文
殊
に
は
か
な
り
複
雑
な
要
素
が
か
ら
ま

っ
て
お
り
多
面
的
な
分
析
が
必
要
と
な

る
が
、
文
殊
の
変
化
身
と
い
う
点
か
ら
禅
宗
教
団
の
性
格
を
特
徴
づ
け
る
と
す
れ
ば
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
点
は
特
に
注
意
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

鎌
倉
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
西
大
寺
僧
ら
が

『文
殊
師
利
般
浬
禦
経
』
に
依
拠
と
し
た
文
殊
会
を
各
地
で
行

っ
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
草
衣
文
殊
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
同
経

の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
文
殊
の
変
化
身
に
関
す
る

解
釈
に
お
い
て
前
代
と
は
明
確
に
異
な
る
点
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
次
の
よ
う
な
点
で
あ
る
。
平
安
期

の
文
殊
会
以
来
、
西
大
寺
僧
ら

の
文
殊
会
に
到
る
ま
で
、
文
殊
の
変
化
身
は

一
般
の
貧
窮
者
や
病
人
な
ど
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
前
述
の
草
衣
文
殊
は
そ
れ

ま

で
の
わ
が
国
の
伝
統
的
解
釈
を
大
き
く
改
変
し
、
こ
れ
を
禅
道

の
熱
烈
な
修
業
者
と
し
て
と
ら
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
殊
信
仰

の
歴
史
か
ら
み
て
も
大
き
な
変
化
で
あ

っ
た
。
禅
僧
の
文
殊
信
仰
の
中
核
が
修
行
者
型
文
殊
で
あ

っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
変
化
身

の

解

釈
に
お

い
て
も
従
来
の
伝
統
的
解
釈
を
改
変
し
、
修
行
者
型
文
殊

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
て
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
禅

寺
内
で
は
、
同
じ
こ
ろ

か
ら
白
衣
観
音
や
苦
行
釈
迦
像
な
ど
、
悟
道
修
行
を
実
践
す
る
観
音
や
釈
迦
な
ど
の
姿
も
好
ん
で
描
か
れ
る
よ
う

に
な
る
が
、
こ
れ
ら

の

こ
と
も
全
く
同
様
の
現
象
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
南
北
期
以
降
顕
著
に
な
る
禅
宗

の
宗
派
的
独
立
や
そ
れ
に
と
も
な
う
変

化

(特
に
五
山
禅
林
の
貴
族
的
か

つ
出
家
主
義
的
な
性
格
)
の
中
で
、
変
化
文
殊
に
対
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
禅
宗

的
解
釈
、
そ
れ
が
草
衣
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四
、

そ
の
他
の
要
素
1

(E
)
竜
女
教
化
と

(F
)
維
摩
と
の
対
話
な
ど
ー

本
章

で
は
、
(E
)
竜
女
教
化
と

(F
)
維
摩
と
の
対
話
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
こ
れ
ら
は

一
般

の
文
殊
信
仰

と
し
て
は
共
に
よ
く

知
ら
れ
た
内
容
で
あ
り
、
今
回
検
討
し
た
語
録

の
中
か
ら
も
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
数
は
多
く
な

い
。
(E
)
は
全
体

の
約

一

四
パ

ー
セ
ン
ト
、
(F
)
は
約

一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
共
に

一
割
強
程
度

の
低
率
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
禅
僧
の
文
殊
信

仰
を

語
録

・
偶
頒
史
料
か
ら
見
た
場
合
、
こ
れ
ら
は
共
に
積
極
的
な
受
容
が
な
さ
れ
な
か

っ
た
要
素
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、

逆
に
む
し
ろ
そ
の
こ
と
の
意
味
を
考
え

て
い
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
筆
者
は
こ
の
点
に

つ
い
て
論
ず
る
十
分

な
準
備
が
な

い
の
で
今
後

の
課
題
と
し
、
今
は
と
り
あ
え
ず
、
内
容

の
紹
介
だ
け
に
留
め
て
お
こ
う
。

ま
ず
竜
女
教
化
で
あ
る
が
、
こ
れ
が

『法
華
経
』
提
婆
達
多
品
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
こ
の
中
で
、
文
殊
は
、

海
中

の
娑
蜴
羅
龍
宮
に
赴
き
竜
女
を
教
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
虚
空
に
涌
出
し
、
海
上
を
飛
行
す
る
。
文
殊

の
海
上
渡
海
の
場
面

は
特

に
印
象
深
い
も

の
で
あ

っ
た
ら
し
く
、
平
安
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
絵
画
や
彫
刻

の
分
野
の
好
題
材
と
し

て
、

こ
の
場
面
は
盛

ん
に
制
作
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
渡
海
文
殊
形
式
と

い
う

一
つ
の
ジ

ャ
ン
ル
を
形
成
し
た
。
今
回
検
討
し
た
禅
僧

の
語
録

の
中
に
も
こ
れ
に
関

　

係
し
た
も
の
が
あ
る
。
規
庵
祖
円

『南
院
国
師
語
録
』
「文
殊
大
士
賛
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
同
賛
に
は

「雲
中
騎
獅
子
、
下
有
出
波
龍

(宮

)」
の
割
り
注
が
あ
り
、
前
述
し
た

「渡
海
文
殊
」
の
図
像
に
著
賛
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
こ
の
賛
文
に
は

雪
刃
光
寒
星
斗
外
、
金
毛
影
現
碧
雲
中
、

一
片
威
風
生
八
極
、
煩
他
沙
端
出
龍
宮

と
あ

り
、
こ
れ
が
提
婆
達
多
品
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ

の
ほ
か
、
竜
女
教
化
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
龍
山
徳
見

『黄
龍
十
世
録
』
「文
殊
」

の

販
榛
龍
種
王
、
普
見
正
編
知
、
錐
成
無
上
覚
、
傭
跡
興
弘
慈
、
居
五
頂
山
也



中世禅僧 の文殊信仰一語録 ・偶頒史料を手 がか りとして一16

　

の
文
言
、
中
岩
円
月

『東
海

一
海
別
集
』

「文
殊
」

の

揮
劒
逼
崔
曇
、
壼
思
難
量
虞
、
前
後
共
三
々
、
五
雲
光
放
五
墓
頂
、
緑
樹
青
山
色
似
藍
、
者

(這
)
箇
大
聖
、
深
究
理
性
、
猛
獣
穏
騎
、

持
如
意
柄
、
化
龍
宮
侍
鷲
峯
、
身
不
離
台
山
頂

な

ど
も
あ
る
。
鎌
倉
時
代
以
降
、
竜
女
教
化
説

(提
婆
達
多
品
)
が
、
女
人
成
仏
説

へ
展
開
す
る
の
は

一
般
的
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
検
討
し
た
語
録
か
ら
は
そ
の
展
開
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
、
果
た
し
て
語
録
と
い
う
史
料
の
性
格
に
由

来
し
た
も
の
か
、
あ
る

い
は
禅
宗
の
宗
派
的
性
格
に
由
来
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
更
に
今
後
の
検
討
を
ま
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に

(E
)
維
摩
と
の
対
話
に

つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

『
維
摩
経
』
問
疾
品
に
は
病
床

の
維
摩
居
士
を
見
舞
い
般
若
空
の
法
論
を
取
り
交
わ
す
文
殊
の
姿
が
描
か
れ

て
い
る
。
奈
良
時
代
の
文
殊

　

信

仰
は
、
こ
の

『維
摩
経
』
問
疾
品
に
強

い
影
響
を
受
け
て
お
り
、
治
病
と
の
関
係
が
濃
厚
で
あ

っ
た
。
前
章
で
も
多
少
述
べ
た
よ
う
に
、

分
布
の
特
徴
は
南
北
朝
時
代
ま
で
の
時
期
に
集
中
し
て
お
り
、
(C
)
採
薬
文
殊
の
分
布
の
特
徴
と
類
似
し
て
い
る
。
興
味
深
い
現
象
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

　

具
体
例
を
あ
げ
て
お
け
ば
、
例
え
ば
、
約
翁
徳
倹

『仏
燈
禅
師
語
録
』
文
殊
に
は
、

対
維
摩
談
不
二
、
度

三
庭
破
夏
期
、
伎
備
只
如
此

　

と
あ
り
、
ま
た
竜
泉
令
埣

『松
山
集
』
謝
擦
菊

二
侍
者
見
問
病
で
は
、

誰
知
世
有
二
文
殊
、
臥
病
維
摩
徳
却
無
、
来
間
灼
然
消
不
得
、
礫
盤
代
我
説

な

ど
と
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
結
び
に
か
え
て
お
き
た
い
。
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語
録

・
偶
頗
等
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
た
中
世
禅
僧

の
文
珠
信
仰
の
特
徴
を
要
約
し
て
お
け
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①

『華
厳
教
』
と
深
い
関
連
を
有
す
る

「五
台
山
文
殊
」
、
お
よ
び
こ
れ
と
密
接
な
関
係
を
も

つ

「仏
母
的
文
殊
観
」
が
全
般
的
に
検
出
さ

れ
、

こ
れ
ら
に
対
す
る
強
い
関
心
の
存
在
し
て
い
た
事
実
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
共
に
彼
ら
の
文
殊
信
仰
の
い
わ
ば
中
核
を
な
す

も

の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、

「修
行
者
型
文
殊
」
に
象
徴
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

②
流
行

の
推
移
が
時
期
的
に
か
な
り
明
確
に
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
「採
薬
文
殊
」
と

「草
衣

(蒲
衣
)
文
殊
」
が
あ
る
。
「採
薬
文
殊
」

と
は
、
旧
暦
五
月
五
日
の
、
い
わ
ゆ
る
端
午
の
日
の
上
堂
法
語
で
論
じ
ら
れ
た
公
案

「文
殊
令
善
財
採
薬

(文
殊

、
善
財
童
子
を
し
て

採
薬

せ
し
む
)
」
を
典
拠
と
す
る
信
仰
で
あ
る
。
鎌
倉
か
ら
南
北
朝
時
代
あ
た
り
に
か
け
て
特
に
流
行
し
て
お
り
、
西
大
寺
律
僧
ら

の
標

榜
し
た

「治
病
文
殊
」
信
仰
か
ら

の
影
響
な
ど
が
推
測
さ
れ
る
。

一
方
、
こ
れ
と
は
対
照
的
に
南
北
朝
時
代
以
降

に
流
行
し
始
め
る
の

が

「草
衣

(蒲
衣
)
文
殊
」
で
あ
る
。
「草
衣

(蒲
衣
)
文
殊
」
と
は
、
禅
宗
絵
画
の
好
題
材
と
も
な

っ
た
が
、
文

殊
が
童
子
相
で
蓬
髪

弊
衣

、
手
に
は
経
典
を
持
ち
、
跣
足
姿
で
苦
行
す
る
修
業
者
と
し
て
描
か
れ
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
文
殊
変
化
身

に
対
す
る
わ
が
国
の

伝
統
的
解
釈

(貧
窮
者
や
病
人
)
を
大
き
く
改
変
し
、
禅
道

の
熱
烈
な
修
業
者
と
し
て
と
ら
え
た
点
に
禅
僧
の
文

殊
信
仰
と
し
て
の
特

色
が
あ
る
。
南
北
期
以
降
顕
著
に
な
る
禅
宗

の
宗
派
的
独
立
や
そ
れ
に
と
も
な
う
変
化

(特
に
五
山
禅
林
の
貴
族

的
か

つ
出
家
主
義
的

な
性
格
)
の
中
で
、
変
化
文
殊
に
対
し
て
独
自
な
禅
宗
的
解
釈
が
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

③

『法
華
経
』
提
婆
達
多
品
に
由
来
す
る

「竜
女
教
化
」
と
、
『維
摩
経
』
問
疾
品
に
由
来
す
る

「維
摩
と
の
対
話
」

に
つ
い
て
は
、

一
般

の
文
殊
信
仰
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
内
容
で
あ
る
が
、
今
回
検
討
し
た
語
録
史
料
な
ど
か
ら
は
少
数
例

(共
に

一
割

強
程
度
)
が
検
出
さ

れ
た
だ
け
で
あ

っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
共
に
積
極
的
な
受
容
が
な
さ
れ
な
か

っ
た
要
素
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

今
後
は
そ
の
こ
と
の
も

つ
意
味
に

つ
い
て
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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註
①
同
氏

『悔
過
の
芸
術
』
七
、
八
頁

(法
蔵
館
、

一
九
八
二
年
)

②
三
山
進

「禅
刹
仏
殿
本
尊
像
小
考
」
(『三
浦
古
文
化
』

一
六
、

一
九
七
四
年
九
月
)

③
松
浦
秀
光

『禅
宗
故
実
尊
像
の
研
究
』
(山
喜
房
書
林
発
行
、

一
九
七
六
年
)
第
二
章
第
四
節

「聖
僧
と
羅
漢
」
参
照
。

④
松
浦
前
掲
書
第
二
章

「仏
像
の
諸
問
題
と
各
尊
別
研
究
」
の
第
三
、
四
節
に
文
殊
関
連
の
記
載
が
あ
る
。

⑤

『五
山
文
学
新
集
』
第
三
巻
八
二
頁

⑥

『五
山
文
学
新
集
』
第
三
巻

一
二
二
頁

⑦
金
子
啓
明

『文
殊
菩
薩
像
』
(日
本
の
美
術
三

一
四
、
至
文
堂
、

一
九
九
二
年
)

⑧

『大
正
新
修
大
蔵
経
』
九
巻
五
九
〇
頁

⑨
道
端
良
秀

「中
国
仏
教
と
文
殊
信
仰
」
(仏
教
史
学
会
編

『仏
教
と
歴
史
と
文
化
』
所
収
、
同
朋
舎
出
版
、

一
九
八
〇
年
)
。

⑩

『大
正
新
修
大
蔵
経
』
八
〇
巻
三
四
頁

⑪

『大
正
新
修
大
蔵
経
』
八
〇
巻
六
九
六
頁

⑫

『大
正
新
修
大
蔵
経
』

一
五
巻

⑬

『古
尊
宿
語
録
』
第
二

(卍
続
蔵
経
青
華
選

『禅
学
集
成
』
第

一
一
、
芸
文
印
書
館
)

⑭
田
上
大
秀

「文
殊
菩
薩
物
語
」
(『大
法
論
』
所
収
、
大
法
論
閣
、

一
九
八
六
年
六
月
)

⑮

『大
正
新
修
大
蔵
経
』
八
〇
巻
二
五
六
頁

⑯

『五
山
文
学
新
集
』
第
三
巻
二
五
六
頁

⑰
正
木
美
術
館
蔵

(島
田
修
二
郎

・
入
矢
義
高
監
修

『禅
林
画
賛
』
所
載
、

一
九
八
七
年
、
毎
日
新
聞
社
)

⑱
山
田
亮
賢

「華
厳
経
に
お
け
る
文
殊
菩
薩
」
(『大
谷
学
報
』
四
七
巻
二
号
、、

一
九
六
七
年
二
月
)

⑲
そ
の
ほ
か
、
禅
宗
で
重
要
視
さ
れ
た
般
若
系
経
典
の

一
つ
で
あ
る

『心
地
観
経
』
第
三
報
恩
品

(『大
正
新
修
大
蔵
経
』
三
巻
三
二
六
頁
)

れ
る
、

文
殊
師
利
大
聖
尊
、
三
世
諸
仏
以
為
母
、
十
方
如
来
初
発
心
、
皆
是
文
殊
教
化
力

に
見
ら
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な
ど
の
文
言
か
ら
の
影
響
も
、
十
分
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
金
子
啓
明
氏
は
、
仏
母
的
文
殊
に
つ
い
て
、
『心
地
観
経
』
の
文
言
と
の
呼

応
を
指
摘
さ
れ
た
上
で
、
更
に

『大
般
若
経
』
第
十
四

「仏
母
品
」
な
ど
に
見
え
る
般
若
菩
薩
仏
母
観
と
も

一
体
不
離
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
述
べ

ら
れ
て
い
る

(同
氏

「文
殊
五
尊
図
像
の
成
立
と
中
尊
寺
経
蔵
文
殊
五
尊
像
」
『東
京
国
立
博
物
館
紀
要
』

一
八
、

一
九
八
二
年
)。

⑳
例
え
ば
、
鎌
田
茂
雄

『中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
(東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
六
五
年
三
月
)
、
岡
田
宣
法

「華
厳
経
の
禅
味
」
(『禅
学

研
究
法
と
其
資
料
』
二
〇
四
頁
以
下
、
名
著
刊
行
会
、

一
九
六
九
年
)
な
ど
。

⑳
朝
比
奈
宗
源
訳
注

『碧
厳
録
』
上
中
下
巻

(岩
波
文
庫
本
)。

⑳
拙
稿

「東
福
寺
と
西
大
寺
」
(『日
本
歴
史
』
五
三
七
号
、

一
九
九
三
年
二
月
)

⑳
前
掲
拙
稿

「東
福
寺
と
西
大
寺
」

⑳

『五
山
文
学
新
集
』
別
巻
第

一
、
四
八
六
頁

⑳
宮
崎
県
宮
崎
郡
佐
土
原
町
大
光
寺
蔵

⑳

『五
山
文
学
新
集
』
別
巻
第
二
、
三
六
〇
頁

⑳
藤
井
徳
義
氏
蔵

(田
中

一
松

「興
可
心
交
著
賛
文
殊
像
の
二
作
品
」
所
載
、
『日
本
絵
画
史
論
集
』
所
収
、

一
九
六
六
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
)

⑳
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「禅
宗
に
お
け
る
医
僧
と
医
療
の
問
題
に
つ
い
て
」
(『禅
学
研
究
』
七
三
号
、
一
九
九
五
年

一
月
)
に
お
い
て
多
少

述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

⑳

『大
正
新
修
大
蔵
経
』
第

一
四
巻

⑳

『大
正
新
修
大
蔵
経
』
二
〇
巻

⑳

『大
正
新
修
大
蔵
経
』
八
〇
巻
七
〇
二
頁

⑫

『五
山
文
学
全
集
』
第
三
巻
二
九
〇
二
頁

⑳

『五
山
文
学
全
集
』
第
二
巻
七
〇
七
頁

⑭

『五
山
文
学
全
集
』
第
四
巻
四
六
八
頁

⑯
田
中
前
掲
論
文

「興
可
心
交
著
賛
文
殊
像
の
二
作
品
」

⑯

『大
正
新
修
大
蔵
経
』
第

一
四
巻
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⑰

『
五
山
文
学
新
集
』
第
四
巻

=

〇
六
頁

⑱

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
八
〇
巻
四
三
頁

⑳

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
八
〇
巻

一
二
三
頁

⑳

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
二
〇
巻
七
九

一
頁

⑳

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
二
〇
巻

⑫

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
二
〇
巻

⑬

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
八
〇
巻
三
〇
四
頁

⑭

『
五
山
文
学
新
集
』
第
三
巻
二
五
六
頁

⑮

『
五
山
文
学
新
集
』
第
四
巻
五
二

一
頁

⑯
拙
稿

「平
安
期
諸
国
文
殊
会
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
」

⑰
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵

⑱

『五
山
文
学
新
集
』
第

一
巻
六
二
六
頁

(
『
日
本

歴
史

』

四
七

五
、

一
九

八
七
年

一
二
月
)


